
Keyword

私たちの身の回りでは、蛍光色素が多く使われています。紙
幣、液晶、太陽光発電、病理検査、感染症検査など、様々な
分野で応用されています。蛍光色素の多くは安定性が低いた
め、バイオ分野など先端技術への応用開発がなされています
が、より、安定性の高い蛍光色素が求められています。これまで、
本学では、安定性の高い蛍光色素を開発し、バイオ系分野で

の実用化を図ってきました。その一例として、シリカ膜で蛍光
色素を包んだナノ粒子の開発を行っており、感染症診断薬の
原料として、大手企業で採用されるに至っています。現在、バ
イオテクノロジー分野だけでなく、ナノテクノロジー分野において
も、その応用幅を拡大しています。

安定性の高い蛍光色素の開発と
それを用いた蛍光性ナノ粒子の開発

期待される活用シーン

研究シーズの紹介

免疫染色に関する研究
ショウガオールなどの微量分析に関する研究

その他の研究テーマ

●深夜営業での強盗は、強盗
事件の70％もある
●防犯カメラでは抑止効果が無
い

蛍光性ナノ粒子を吹き付ける機
器を店に設置。ナノ粒子を服に
吹付ければ洗っても落ちず、抑
止になる

蛍光イムノクロマトで診断を行う
と、感度が高くなる。また、今ま
でのような誤診断が劇的に減少
する

●どうしたら、診断の精度を上げ
られるだろうか
●目視で診断する確証が持てな
いし感度が悪い
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蛍光色素開発、有機合成技術、蛍光性ナノ粒子開発

蛍光色素合成技術
●電子線にも安定な有機蛍光色素で、光、熱、pH安定性が高い
●ストークスシフトが大きいため、検出器のフィルターが省ける

Point

蛍光性ナノ粒子
合成技術

●蛍光色素をシリカ膜で包むため、毒性の心配が無くなる
●免疫染色・蛍光イムノクロマトなどへの応用が可能である

Point

Keyword

地域包括ケアの観点より、継続居住可能な団地再生手法の
検討は最重要課題であり、住民のサードプレイスとなる地域交
流拠点の創出は一手法として位置づけられます。
本研究では、既存建築ストックを活用した地域交流拠点の
展開可能性に関し理論的検討と検証を行い、サードプレイス
の成立要因を明らかにします。現在は、築40年以上経過する
UR四箇田団地（福岡市早良区）の空テナント２室を高齢者

通所介護施設（小規模多機能居宅介護）とコミュニティカフェ
に活用した事例を対象に、利用実態調査等を実施し事業効
果を分析することでサードプレイスの成立要因を明らかにする
ことを目的に研究活動に取り組んでいます。同時に、高経年公
的賃貸住宅団地の再生手法に関しても知見を得ることを目指
します。

既存建築ストック活用型サードプレイス形成
―高経年公的賃貸住宅の空室活用事例―

期待される活用シーン

研究シーズの紹介

地方圏における戸建て住宅活用型シェアハウスの住宅セーフティネットへの導入可能性
木造民家再生手法に関する研究、住み方調査分析に基づく公営住宅再生手法に関する研究
高齢者通所施設の配置計画（GIS活用）
農泊の持続可能性に関する研究

その他の研究テーマ

地域包括ケアシステム、団地再生、空室活用、サードプレイス

●住み慣れた場所で元気に暮ら
し続けることができるまちづくり
を目指したい。
　（例：地方公共団体さま）

●高齢者の住み方の特徴から
科学的にサードプレイスの設
計をしたい。
　（例：社会福祉協議会さま）

団地再生
サードプレイス

●事例調査分析による高経年団地再生手法の理論的検証
●地域交流拠点（サードプレイス）成立要因の分析

Point

実際の使われ方の調査結果よ
り、サードプレイスに必要な機能
等の提案が可能です。

先進事例の調査分析により、汎
用性のある再生手法を提案しま
す。

【団地周辺居住者アンケート結果】2019年度調査
・コミュニティカフェ利用客は女性が９割で、団地住民のサードプレイスとして利用さ
れている。
・コミュニティカフェ利用時の団地内商店街利用傾向が認められ（団地内65%、団地
外43％）、商店街へ利用客増加に寄与していることが分かった。
・肢体不自由時に住みたい場所に自宅を回答する居住者が多く、高齢者通所施設の
重要性が確認できた。
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両施設の利用実態調査
空室活用

高齢者通所介護施設 コミュニティカフェ

設計：住居・インテリア学科　信濃 准教授

35




